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（様式７）事業計画書作成上の注意点 

 

１ 令和５年度から令和９年度までの５年間の事業計画について、本別紙記載の提案課題に基

づき作成すること。 

２ 事業計画書作成に当たっては、「『未来の東京』戦略」、「パークマネジメントマスタープラ

ン～『世界一の都市・東京』の公園を創るパークマネジメント～」に記載されている東京の

公園づくりの基本理念と目標及び令和４年３月に改定された「大神山公園マネジメントプラ

ン」に記載されている目標や取組方針に加え、「ポストコロナを見据えた社会への順応」及び

「東京 2020大会レガシーの継承」など、これまでにない公園を取り巻く大きな社会状況の変

化を踏まえて策定した「公園別マネジメントプラン改定の視点と取組イメージ」を参照する

こと。 

また、「東京の自然公園ビジョン」に記載されている自然公園の目指す姿並びに「小笠原

諸島振興開発計画」第４章 ９ 自然環境の保全及び再生並びに公害の防止（２）自然公園、

（３）都市公園等の内容を踏まえること。 

３ 各設問に対し、要点を明確に記載すること。 

また、ページ数は１問につき１ページ程度で作成し、最大でも２ページ以内にまとめるこ

と。２ページを超えた部分については、採点評価の対象としない。 

４ 事業計画書の各ページ（表紙・目次を除く）の中央下部にページ番号を記載すること。ペ

ージ番号を記載する際は、目次（Excel形式の様式を含む。）どおりの順番とすること。 

また、事業計画書の欄外には、ページ番号以外は記載しないこと。 

５ 設問Ⅱ２からⅡ４までについては、個々の提案項目ごとに整理番号を付すこと（付し方は

任意）。 

 

 

 

 

 

 

※ なお、指定管理者に指定された場合、事業計画書の提案内容を整理し、毎年度の年間事

業計画書を作成するため、別途都の指示により事業計画書（設問Ⅱ２からⅡ４まで）の整

理表を作成する。 

６ 事業計画書の用紙はＡ４版とし、横書き、左綴じとする。 

また、使用する文字の書体、サイズは見やすく読みやすいものとすること。 

《記載例》 

１ 利用案内・情報発信 

（１）利用を促すための情報発信 

①ホームページによる情報発信の充実 

②花の開花時期の検索機能の付加 

・・・ 

（２）リアルタイムの情報発信 

①・・・ 



７ 提出する際、副７部についてはファイルやステープラー等で留めず、クリップ留め等で提

出すること。 

８ 別途、概要版を作成すること。様式は任意でＡ４版２ページ以内とする。 

９ 指定管理者候補者の事業計画書及び概要版は、候補者決定後、原則として公表する。 



「大神山公園・小笠原ビジターセンター」事業計画書構成 

 

 

Ⅰ 支出計画 

１ 大神山公園 

(1) 総括表 Excel ﾌｧｲﾙ 

(2) 積算内訳 

ア 人件費積算内訳 

イ 光熱水費積算内訳 

ウ 消耗品費等積算内訳 

エ 役務費等積算内訳 

オ（ア）委託費積算内訳 Excel ﾌｧｲﾙ 

（イ）委託費積算内訳補足説明 

カ その他の経費積算内訳 

２ 小笠原ビジターセンター  

(1) 総括表 Excel ﾌｧｲﾙ 

(2) 積算内訳 

ア 人件費積算内訳 

イ 光熱水費積算内訳 

ウ 消耗品費等積算内訳 

エ 役務費等積算内訳 

オ（ア）委託費積算内訳 Excel ﾌｧｲﾙ 

（イ）委託費積算内訳補足説明 

カ その他の経費積算内訳 

(3) 物販収支計画 

    

Ⅱ 事業計画 

１ 管理運営に関する基本的事項 

(1) 公の施設の管理運営に対する基本的考え方 

(2) 都立公園及びビジターセンターの管理運営における基本理念 

(3) 指定管理者の責務 

２ 人員配置計画等 

(1) 人員配置計画 

ア 総括表 

イ 施設別内訳 

ウ 職員ローテーション表  任意様式 

(2) 組織体制、指揮命令系統及び役割分担 

(3) 人材の確保並びに職員の技術及び能力向上への取組 

３ 運営管理計画 

(1) 都立公園及びビジターセンターの管理運営についての実施方針及び具体的な取組 

(2) 質の高いサービスを提供するための具体的な取組 

(3) 利用者要望等の把握方法及び管理業務への反映方法 



(4) 都民協働や地域コミュニティとの連携による公園の魅力や地域の価値の向上につなが 

る取組 

(5）東京 2020大会レガシーを継承する取組 

(6) 小笠原ビジターセンターにおける広報活動に関する取組 

(7) 地域の人材や団体との連携に関する取組 

(8) 公募対象施設の魅力向上と利用促進を図るための自主事業等の提案 

４ 施設維持管理計画 

(1) 適切な維持管理を行うための取組 

(2) 事故、自然災害、感染症などの社会課題への対策及び対処するための取組 

(3) 施設補修及び施設改良に関する要望への取組 

（4）小笠原諸島の自然環境に配慮した植生管理等の方法 

（5）公園が持つ緑の特性を一層引き出すための新たな維持管理の考え方 

５ 小笠原ビジターセンター運営業務計画書 

６ 小笠原ビジターセンター管理業務計画書 

 



提 案 課 題 

Ⅰ 支出計画 

添付の Excel 様式及び事業計画書内の様式により、支出計画を作成してください。作成方法につい

ては、様式欄外の注意事項を確認してください。 

なお、ビジターセンターにおいて、物品販売を行う場合は、任意の様式で物販収支計画書を作成し

てください。 

 

Ⅱ 事業計画 

１ 管理運営に関する基本的事項 

(1) 公の施設の管理運営に対する基本的考え方 

行政に代わって公の施設を地方自治法に基づき管理する指定管理者の役割を踏まえた上で、管

理運営に対する貴団体の基本的考え方を述べてください。 

(2) 都立公園、ビジターセンターの管理運営における基本理念 

「パークマネジメントマスタープラン」にある東京の公園づくりの基本理念と目標、「大神山公

園マネジメントプラン」にある目標や取組方針、「公園別マネジメントプラン改定の視点と取組イ

メージ」等並びに、「東京の自然公園ビジョン」に記載されている自然公園の目指す姿と今後の施

策展開及び「小笠原諸島振興開発計画」第４章 ９ 自然環境の保全及び再生並びに公害の防止（２）

自然公園、（３）都市公園等の内容を踏まえ、大神山公園及び小笠原ビジターセンターの管理運営

における基本理念について述べてください。 

それに対して貴団体のノウハウをどのように活かし、指定管理期間終了後に公募対象施設をど

のような姿にしたいと考えているか記入してください。 

共同事業体（以下「コンソーシアム」という。）の場合は各構成員の役割について示してくださ

い。 

(3) 指定管理者の責務 

東京都に代わって公の施設の管理運営を行う指定管理者は、法令や条例等に基づいて適切に管

理運営を行うとともに、事業主体としての社会的責任を積極的に果たす必要があります。 

法令や条例等に基づき、障害者に対する社会的障壁の除去の実施についての必要かつ合理的な

配慮、障害者の雇用、公の施設における不当な差別的言動の防止及び事業活動に係る環境負荷の

低減等について、社会情勢の変化を踏まえ、指定管理者としてどのように社会的責任を果たす

か、具体的な取組を示してください。 

 ２ 人員配置計画等 

(1) 人員配置計画 

各施設の管理所や管理組織にどのような能力や雇用形態の職員を配置し、又は委託して業務を

遂行するか、事業計画書内の様式に記入してください。記入に当たっては、様式欄外の注意事項

を確認してください。 

また、別途職員のローテーション表を作成し添付してください（標準１か月分：様式任意）。 

 



(2) 組織体制・指揮命令系統と役割分担 

常に適切な管理水準を確保するために、全ての施設を統括し連絡調整を図る機能が不可欠です。

組織体制・指揮命令系統や管理所と統括組織の役割分担及び東京都との連携について、平常時・

夜間・災害発生時等による対応に分けて、指定管理者の取組を具体的に記入してください。 

なお、大神山公園には管理所はありませんが、小笠原ビジターセンターを管理拠点とすること

もできます。 

コンソーシアムの場合は、各構成員の役割分担や連携についても示してください。 

(3) 人材の確保と職員の技術・能力向上への取組 

指定管理者は、適切な都立公園等の管理運営を行うために十分な人員体制を整える必要があり

ます。人員体制においても指定管理者のノウハウを活かした、効果的かつ効率的な対応が求めら

れます。 

指定管理者として、どのような方針に基づき、必要な人材を確保し配置するか、併せて職員等

の技術や接遇等の能力向上に向けた取組についても具体的に示してください。 

３ 運営管理計画 

(1) 都立公園及びビジターセンターの管理運営についての実施方針と具体的な取組 

公募対象施設を取り巻く環境は、生物多様性の保全、世界自然遺産への登録、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大及び気象災害の激甚化等により大きく変化しています。 

また、都民の生活についても、ライフスタイルの多様化、高度化や少子高齢化の進展などによ

り、新たな時代のニーズに応じた施設の管理運営が求められております。 

施設の性格や立地条件のほか、利用者の特性にも着目し、指定管理者としての管理運営の実施

方針を明確にするとともに、環境の変化や新たなニーズに応えるための具体的な取組を記入して

ください。 

(2) 質の高いサービスを提供するための具体的な取組 

管理運営する公募対象施設の特性や施設、法令等の内容を踏まえて、幅広い利用者層や利用目

的に応じた質の高いサービスを継続的に提供し、効果的に利用の促進を図らなければなりません。             

指定管理者として、どのような創意工夫により利用促進を図り、サービス水準の向上に取り組

むか、ＤＸの活用等、具体的に提案してください。 

また、感染症等の流行等により集合型のイベントを実施できなくなった場合の代替の取組につ

いても、具体的に提案してください。 

小笠原ビジターセンターは、多数の島民や来島者が、重要地域に足を踏み入れずとも、小笠原

諸島の自然の魅力を見学・体験することができます。このことを踏まえ、展示、解説業務及び自

然教室の取組並びに都民を環境学習及び環境保全に資する人材に育成するための取組を盛り込ん

だ具体的な提案もしてください。 

なお、利用者の利便性等向上に資する物品の販売を行う場合は、品名等を具体的に示してくだ

さい。 

(3) 利用者要望等の把握方法と管理業務への反映方法 

公募対象施設には、利用者から日々様々な要望や苦情が寄せられます。時には、利用者間で意

見が分かれることや通常、施設等では行うことができない要望などが寄せられることが考えられ

ます。 



また、広場などの利用の調整や新たなルールづくりを求められることも考えられます。 

このような利用者の声を指定管理者が自ら主体的に把握し管理業務へ反映させるとともに、公

平な取扱いをすることが重要です。 

より良い管理を実現するため、指定管理者として、どのような仕組みにより要望・苦情・その

他のニーズに対応するか、事例を用いて具体的に記入してください。 

(4) 都民協働や地域コミュニティとの連携による公園の魅力や地域の価値の向上につなが

る取組 

近年、まちや地域の価値を高める活動が活発化しており、公園の管理運営においても、これま

で以上に都民や地域コミュニティとの連携・協働を深めていくことが求められます。公園が地域

の多様な主体と連携することにより、公園の魅力を向上させるだけでなく、周辺エリアの魅力や

回遊性の向上など、地域の価値を高めていくことも重要です。 

こうした状況を踏まえ、都民との協働や、エリアマネジメント団体、地元企業、地権者、教育・

研究機関、NPO 法人、周辺自治会等の多様な地域コミュニティとの連携にどのように取り組んで

いくか、指定管理者としての考え方及び取組を具体的に記述してください。 

(5) 東京 2020大会レガシーを継承する取組 

都立公園では、東京 2020大会の開催に伴い、競技施設等に加え、ユニバーサル社会の実現に向

けたバリアフリー化や多言語対応等の施設整備やサービス向上、スポーツ活動の推進等による機

運醸成等を図ってきました。今後も、ユニバーサル社会の実現に向け、指定管理者には、このよ

うな施設の適切な維持管理やイベントの継続推進等が求められます。 

「公園別マネジメントプラン」、「公園別マネジメントプラン改定の視点と取組イメージ」等を

参考に、公募対象施設で実施する東京 2020大会レガシーを継承する取組について、具体的に提案

してください。 

(6) 小笠原ビジターセンターにおける広報活動に関する取組 

小笠原ビジターセンターは、小笠原諸島の自然環境及び自然の魅力並びに世界的価値及び保全

の必要性を知り、適正な利用を促す重要な拠点であり、多くの来島者が訪れる施設です。加えて、

多くの方に何回でも利用していただくには、島内在住の方にも利用していただく広報活動が欠か

せません。 

指定管理者として、自然環境や自然公園の利用に関する情報収集の取組やどのような広報活動

を行うかを具体的に提案してください（(1)から(5)までに記載している取組と重複しても構いま

せん。）。 

(7) 地域の人材や団体との連携に関する取組 

小笠原ビジターセンターの役割を適切に発揮するには、小笠原諸島が有する優れた自然環境の

価値を理解し、保全・管理を推進する必要があります。そのためには、日頃からボランティア活

動や環境教育等を行っている人材・団体の理解・協力が欠かせません。 

業務運営の中で、ボランティアや地元の専門家、地域の団体との連携を通じ、どのような取組

をしていくか具体的に提案してください（(1)から(6)までに記載している取組と重複しても構い

ません。）。 

(8) 公募対象施設の魅力向上と利用促進を図るための自主事業等の提案 

指定管理者は、公募対象施設のより一層の魅力向上や利用促進を図るため、自らが資金を調達

し、事業を展開することができます。自主事業を通じて得られた収益は、他の自主事業等、公園



の魅力向上、利用者サービスの向上及び利用促進のために活用し、公園に還元させることが求め

られています。 

指定管理者として取り組む自主事業について、資金調達手法及び事業内容と期待できる効果、

収益還元等の内容と実施する施設を具体的に提案してください。 

４ 施設維持管理計画 

(1) 適切な維持管理を行うための取組 

公園施設の機能を十分に発揮させるため、貴団体は維持管理にどのように取り組む方針か、ま

た、清掃・植栽・建物・設備等の維持管理の品質確保に向けた監督・検査などの業務管理体制を、

具体的に記載してください。 

(2) 事故、自然災害、感染症等の社会課題への対策及び対処するための取組 

施設利用や維持管理に当たっての事故を未然に防ぐ対策や、自然災害、事故、鳥インフルエン

ザ、デング熱、新型コロナウィルス等の感染症のまん延などの社会課題における組織体制及び対

応について、タイムラインや具体的取組を記載してください。 

(3) 施設補修、施設改良に関する要望への取組 

都民や東京都からの、施設補修や施設改良に関する要望に対しては、迅速かつ効果的に実施す

ることが求められます。指定管理者としての考え方、対応姿勢及び提案について、組織的な技術

提案力やコスト意識を持った発注能力の観点から、迅速かつ効果的に実施する方策も含めて、具

体的に記述してください。 

(4) 小笠原諸島の自然環境に配慮した植生管理等の方法 

都立大神山公園には、希少種を含む小笠原諸島固有の動植物が生息・生育しています。これら

の動植物の生息・生育環境の保全について、指定管理者の考え方と具体的な対応を示してくださ

い。 

また、利用者が小笠原諸島の自然を守るために必要な適正な利用を促す方策についても、どの

ように取り組むか具体的な提案をしてください。 

(5) 公園が持つ緑の特性を一層引き出すための新たな維持管理の考え方 

都立公園は、都市における貴重な緑とオープンスペースであり、やすらぎとレクリエーション

を提供するとともに、都市の風格を高める緑の造景や武蔵野の雑木林などの里山景観が、自然と

のふれあいを提供する場として、生活の質の向上や季節感などの潤い、美しい景観をもたらす機

能を有しています。 

こうした公園が持つ緑の特性を一層引き出すための新たな維持管理の取組について、指定管理

者としての考え方を記載してください。 

５ 小笠原ビジターセンター運営業務計画書 

３運営管理計画(2)で提案した小笠原ビジターセンターの取組について、事業計画書内の様式に

より、運営業務計画（年間予定）を作成してください。 



６ 小笠原ビジターセンター管理業務計画書 

４施設維持管理計画(1)で提案した小笠原ビジターセンターの取組について、事業計画書内の様

式により、運営業務計画（年間予定）を作成してください。 


